
　
65
歳
未
満
で
認
知
症
と
診
断
さ

れ
て
い
る
方
々
の
集
い
を
ウ
ェ
ブ

会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用

し
て
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
３
月
25
日
㈯

　
14
時
〜
15
時

対
　
象
　
若
年
性
認
知
症
と
診
断

　
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
の
ご
家
族

　
や
介
護
者

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法

　
メ
ー
ル
に
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
を
記
載
の
う
え
申
込
み

　　
大
湫
病
院
心
理
医
療
相
談
室

（
☎
０
５
７
２
ー

63
ー

２
２
３
１
）

　okutehpshinri@
gm
ail.com

　
　
　  

高
齢
支
援
課

　（
☎
内
線
579
）

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
補

助
を
受
け
、
神
坂
地
区
の
馬
籠
自

主
防
災
会
が
地
域
の
避
難
所
で
使

用
す
る
寝
袋
や
毛
布
、
エ
ア
ー

マ
ッ
ト
、
テ
ン
ト
、
簡
易
ト
イ
レ

な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
今
後
、

災
害
発
生
時
な
ど
に
は
、
自
主
的

な
避
難
所
運
営
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　 

防
災
安
全
課
（
☎
内
線
163
）

　
苗
木
地
区
の
農
家
、
平
井
伴
明

さ
ん
と
長
男
の
和
哉
さ
ん
が
、
家

族
経
営
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
農
業
の
経
営
方

針
や
役
割
分
担
、
就
業
条
件
な
ど

を
家
族
内
で
話
し
合
い
、
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
と
農

家
生
活
を
充
実
・
成
長
さ
せ
、
次

の
世
代
へ
円
滑
に
引
き
継
が
れ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
和
哉
さ
ん
は
、
「
家
族
で
力
を

合
わ
せ
農
業
に
取
り
組
み
、
地
域

に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。」
と
力

強
く
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
家
族
経
営
協
定
締
結
件

数
は
、
今
回
で
19
件
目
と
な
り
ま

す
。

　 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
内
線
268
）

　
１
月
23
日
、
阿
木
高
校
の
生
産

科
学
科
３
、
４
年
生
を
対
象
に
鳥

獣
被
害
対
策
の
出
前
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
活
動
に
携
わ
る

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
か
ら
、

地
域
の
農
業
被
害
状
況
や
鳥
獣
被

害
対
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
鳥
獣
捕
獲
に
使
用
し
て

い
る
わ
な
を
使
い
、
設
置
実
演
が

あ
り
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に

地
域
の
実
情
を
知
っ
て
も
ら
う
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　 

有
害
鳥
獣
対
策
室

　（
☎
内
線
264
）

　
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め

ら
れ
た
１
月
26
日
に
、
市
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
蛭
子

座
（
蛭
川
）
で
、
関
係
者
に
よ
る

通
報
訓
練
、
消
防
職
団
員
に
よ
る

放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　 
西
消
防
署 

（
☎
68
ー

５
１
１
９
）

若
年
性
認
知
症

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

農
業
経
営
に
お
け
る

家
族
経
営
協
定
を
締
結

阿
木
高
校
で
鳥
獣
被
害
対
策
の

出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

第
69
回
文
化
財
防
火
デ
ー
の

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

宝
く
じ
助
成
金
で

避
難
所
用
備
品
を
整
備

問

問

問問
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問
・
申
込

ト
ピ
ッ
ク
ス

問

　阿木区長会では、子育て世帯の支援や資源の有効活用として、使わなくなった子育て用品を
希望者にマッチングするリユース活動に取り組んでいます。当初はバザーを開催していました
が、さまざまな課題があり活動をとりやめていました。しかし、バザーを通じてできたつなが
りを大切にしていきたいという思いから、この取り組みを企画したものです。
　公式LINEなどで情報発信され、マッチング件数も徐々に増えてきています。利用者からは
「地域内なので安心できるし、新しいつながりができた。」などの喜びの声が届いています。

持続可能な中津川へ　～あなたにもできるＳＤＧｓ～⑩ 政策推進課
（☎内線 333）使わなくなった子育て用品を地域内でマッチング！

阿木地区「ママのWA　子育て用品リユース」

担
当
課

公式LINEでの投稿

お
お
く
て

平井さん親子（中２人）

と
も
あ
き

か
ず  

や
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